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要旨 
 
鹿児島県は冷温帯から亜熱帯までの気候を含み、地理的隔離や温度条件を反映した多様な森林が存在 

する。森林の生態系機能が温度条件に対応してどのように変化するのかを明らかにするために、共通基質

を用いたリター分解実験をおこなった。 
 
 

はじめに 
 

鹿児島県は北緯27度と32度の間の600kmの範囲に及び、霧島（1,700m）や屋久島（1,936m）

のような高い山地も存在する。また、植物相は屋久島と奄美大島の間で大きく変化する。  

このため、冷温帯から亜熱帯までの気候が存在し、温度条件や地理的隔離を反映した多様な

森林が存在する。本研究では、特に気候に着目し、森林の生態系機能が温度条件に対応して

どのように変化するのかを明らかにするために、共通基質を用いたリター分解実験をおこな

った。 
 
 

方法 
 

調査地は屋久島の標高 170m、200m、570m、600m、1,200m、1,550m、霧島山地の標高 650m、

1,100m、1,300m、1,320m、1,400m、鹿児島市城山（標高 90m）、奄美大島（標高 400m）で     

ある。最寄りの気象庁の観測点の年平均気温平年値（1981 年～2010 年）から、気温逓減率

0.6℃／100m により推定した年平均気温は、最も寒い霧島の 1,400m で 9.6℃、最も暖かい  

奄美大島で 19.2℃となり、約 10℃の違いがある。 
リターバッグはステンレス製で、大きさは 15cm×10cm である。中型（体幅 0.5～2mm）

土壌動物の影響を評価するために、網目が 0.5mm と 2mm の 2 種類のメッシュサイズを用い

た。共通基質として 50℃で乾燥させた市販のローレル（Laurus nobilis）の葉を重量が 1g（0.95
～1.05g）になるように選んで入れた（POWERS et al. 2009）。1 セット（調査地×メッシュサイ

ズ×分解期間）の反復数は 5である。屋久島では 2014 年、その他の場所では 2015 年の 5 月
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に、各調査地に 40m 長のラインを設定し、10m おきの 5 箇所にリターバッグを設置した。  

リターバッグは土壌表面の落葉をよけてから置き、ステンレス製傘釘で土壌に固定し、動物

などにより持ち去られることがないように釣り糸で杭に結びつけ、リターバッグの上に落葉

を戻した。そのうち 1 セットずつを同じ年の 11 月に回収した。回収したリターバッグからは

ローレルの葉を取り出し、付着した土壌を注意深く取り除いた後、再び 50℃で乾燥させ、  

重量を測定した。分解係数 k (year-1)は以下のように計算される（ROBERTSON et al. 1999）。 
k = {-ln (Xt/X0) }/t 
ここで、Xtは時間 t（分解日数÷365）が経過したときの分解後の重量、X0は分解前の重量

である。 
 
 

結果と考察 
 

現在までに重量の計測が終わっているのは、

2014年5月～11月に分解させた屋久島のリタ

ーだけである。600m 地点の 0.5mm メッシュ

のバッグのうちひとつは、極端に分解が進ん

でおり、バッグの中に多数の糞が見られた 

ことから、解析から除外した。おそらく0.5mm
より小さい無脊椎動物がバッグの中に入り、

その中で 0.5mm より大きなサイズに成長 

したのではないかと思われる。ただし、分解

されたためか、バッグ内に死骸は見つからな

かった。 
結果を見ると、標高とともに分解速度は 

低下していた（図 1、P=0.02）。共分散分析の

結果、回帰線の傾きはメッシュサイズにより

異ならず（P=0.88）、切片が有意に異なること

が示された（P=0.006）。 
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図 1 異なるメッシュサイズのリターバッグに

入れて屋久島で2014年5月～11月に分解

させたローレルの葉の分解係数 
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